
 

１ 単元について 

単元観 

本単元は，算数科学習指導要領 第６学年 ２内容D数量関係（４）「データの活用」を受けて設定した。 

児童はこれまでに，資料の分類や整理をする中で，表にまとめたり，棒グラフ，折れ線グラフ，円グラ

フ，帯グラフ等の統計グラフを作成したりすることを通して，整理することのよさを学習してきた。本単

元では，データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して，代表値の意味や求め方，度数分布表や柱

状グラフの特徴と用い方を理解し，統計的に考察したり，表現したりすることをねらいとしている。統計

的な問題解決は，様々な分野に用いられている。他教科の学習や児童の生活に関わる事柄でも統計的な問

題解決は用いることができるため，そのよさを感じて進んで学習や生活に生かそうとすることができる。 

統計的な問題解決の方法を用いて問題を解決する力や，解決した結果を振り返り批判的に考察しようと

する態度，生活や学習に活用しようとする態度を高めていくのに適した単元である。 

 

本単元に関わる他学年の学習内容 

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年（本単元） 中学１年 

【表とグラフ】 

〇資料の分類・整理の仕

方と表（１次元の表） 

○棒グラフのよみ方・か

き方 

【折れ線グラフ】 

○折れ線グラフのよ

み方・かき方 

【調べ方と整理の仕

方】 

○２つの観点による

資料の分類整理と

表（２次元の表） 

 

 

【割合】 

〇割合の意味と計算 

○百分率 

○帯グラフ・円グラフ

のよみ方・かき方 

【データの特ちょう

を調べて判断しよ

う】 

○度数分布表，柱状グ

ラフ，ドットプロッ

ト 

○データの代表値 

○目的に応じた表や

グラフの選択と工

夫 

○累積相対度数分

布表 

○度数分布多角形 

○データの散らば

り 

 

児童観 

研究主題：自ら考え，論理的に表現することができる児童の育成～数学的表現様式の変換を通して～ 

日 時 令和３年１月２９日（金）５校時 

算数科 第６学年 指導者 坂本 静香 

単元名 データの特ちょうを調べて判断しよう 

本単元で育成する資質・能力 「知識・技能を活用する力」「論理的に考え，表現する力」 

レディネステストの内容 正 答 数

（人） 

１ 

平均の意味が分かっているか。また，平均を正しく求めることができるか。  

下の数は，ゆうさんのサッカーチームの最近の 6 試合の得点を表したものです。1

試合の得点の平均を求めましょう。 

【２・３・４・５・１・０】 

式 

答え 

式  

17／19 

答え 

15／19 

２ 
四捨五入して概数にする前の，元の数の範囲を求めることができるか。また，以上，未満の用

語の意味が分かっているか。 
 



レディネステストの結果， 概数に関する問題の定着が全体的に不十分であり，特に四捨五入して概数に

する前の，もとの数の範囲を求めることや，以上・未満の用語の意味理解の定着が不十分であることが分

かる。データを活用していく際には，物事の数をおおまかに捉え全体を俯瞰的に見ていく力が必要である

ことから，概数の考え方を定着させ，代表値の求め方へとつなげていく必要がある。 

 

指導観 

本単元の指導においては，まず，導入段階では，統計的な問題解決の必要感をもたせることをねらう。

例年本校では，大縄八の字跳びの大会が実施されていることから，跳んだ回数のデータから優勝をねらう

ことができるかどうかを考えさせ，「平均値」だけでは，勝てるかどうかわからないことに気付くように，

様々な値の求め方について話し合う場を設定する。そして，児童に散らばりのあるデータの比べ方を明ら

かにしたいという問題意識をもたせる。次に展開段階では，度数分布や柱状グラフの特徴を理解し，活用

できるようにすることをねらう。その際，区切りの範囲を変えた複数のグラフを作成させるようにする。

このことで，区間設定によって見出せる結論が異なるようになることに気付くことができるようにしてい

く。最後に終末段階では，目的に応じてデータを活用できるようにすることをねらう。これまでに学習し

たことを活用し，身近な問題をデータから読み解き，その結論の妥当性について批判的に考察できるよう

にしていく。 

２ 単元の目標 

○代表値の意味や求め方，度数分布表や柱状グラフ（ヒストグラム），統計的な問題解決の方法について理

解し，目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や傾向に着目し，代表値などを用いて問

題の結論について判断したり，その妥当性について考察したりする力を養うとともに，統計的な問題解

決の過程について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に粘り強く考えたり，今後の生活

や学習に活用しようとしたりする態度を養う。 

３ 指導と評価の計画 

（１）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現力 学びに向かう力・人間性等 

代表値の意味や求め方，度数分布

表や柱状グラフ，目的に応じてデー

目的に応じてデータを集めて

分類整理し，データの特徴や傾向

統計的な問題解決の過程につ

いて，数学的に表現・処理したこ

①一の位の数字を四捨五入して６０になる整数のうち，いちばん小さい整数といちばん大きい

整数はいくつですか。 

50         60        70 

                    

 

②一の位の数字を四捨五入して６０になる数の範囲は，いくつ以上いくつ未満ですか。 

（    ）以上（    ）未満 

①  

10/19 

②  

11/19 

３ 

四捨五入して概数にすることができるか。  

次の数を四捨五入して百の位までの概数にしましょう。 

①５３８ 

②８６５ 

③１０５０ 

① 

1２/19 

② 

12/19 

③ 

13/19 

４ 

（未習内容）各資料の代表値を用いるなどして判断することができるか。  

下の数はA・Bのチームがボール投げをしたときの結果を記録したものです。記録が

よいといえるのは，A・Bどちらのチームですか。わけも書きましょう。 

Aチームの記録（ｍ） 

【１５・２１・２４・３０・３１】 

Bチームの記録（ｍ） 

【３２・１６・２２・２９・２７】 

答え     

わけ 

答え 

14/19 

わけ 

14/19 



タを収集したり適切な手法を選択

したりするなど統計的な問題解決

の方法について理解できる。 

に着目し，代表値などを用いて問

題の結論について判断するとと

もに，その妥当性について批判的

に考察することができる。 

とを振り返り，多面的にとらえ検

討してよりよいものを求めて粘

り強く考えたり，数学のよさに気

付き学習したことを今後の生活

や学習に活用しようとしたりし

ている。 

 

（２）単元の計画（全１３時間  本時１３/１３） 

小
単
元 

学習計画 
評価の観点 

知 思 学 評価基準 評価方法 

問
題
の
解
決
の
進
め
方
（
８
） 

●問題の設定とデータの特徴の調べ方

を知る。 

 
◎  ○ 

・問題場面を把握し，

代表値としての平均

値について理解して

いる。 

行動観察 

ノート 

●代表値としての平均値について理解

する。 ◎ ○  

・代表値としての平均

値について理解して

考察している。 

行動観察 

ノート 

発言 

●ドットプロットに整理する方法，代

表値としての最頻値について理解す

る。 

○ ◎  

・データをドットプロッ

トに整理する方法を理

解し，データの散らば

りの様子を考察してい

る。 

・代表値としての最頻値

について理解してい

る。 

行動観察 

ノート 

●データを度数分布表に整理する方法

を知る。 ◎ ○  

・データを度数分布表に

整理する方法を理解

し，読み取っている。 

ノート 

発言 

●柱状グラフ（ヒストグラム）に整理

してデータの傾向をよみ取る方法を

知る。 

 ◎ ○  

・柱状グラフ（ヒストグ

ラム）のよみ方・かき

方について理解してい

る。 

 

行動観察 

発言 

ノート 

●代表値としての中央値について理解

する。 

◎  ○ 

・代表値としての中央

値について理解し，

代表値としてまとめ

ている。 

ノート 

発言 

 

●問題に対する結論を導き出し，その

考察をする。 

 ○ ◎  

・データの特徴や傾向

に着目し，問題に対

する結論を考え，代

表値などを用いて判

断している。 

発言 

ノート 



●新たな問題の設定と解決，統計的な

問題解決の方法のまとめをする。 

○  ◎ 

・これまでの学習に関

連して新たな問題を

設定し，解決すると

ともに，統計的な問

題解決の方法を理解

している。 

行動観察 

発言 

ノート 

い
ろ
い
ろ
な
グ
ラ
フ
（
１
） 

●既習のグラフを組み合わせたグラフ

のよみ方を調べる。 

 ◎ ○ 

・これまでに学習した

グラフを組み合わせ

たグラフのよみ方に

ついて理解してい

る。 

行動観察 

発言 

ノート 

ま
と
め
（
２
） 

●「たしかめよう」に取り組む。 

●「つないでいこう算数の目」に取り

組む。 

◎ ○  

・基本的な問題を解決

することができる。 

・数学的な着眼点と考

察の対象を明らかに

しながら，単元の学

習を整理している。 

・単元の学習を振り返

り，価値付けたり，

今後の学習に生かそ

うとしたりしてい

る。 

ノート 

発
展
・
活
用
（
２
） 

●身近な問題をデータから読み解く。 

 
 ○ ◎ 

・2学期の学習の成績の

データをもとに，統

計グラフを作成する

ことができる。 

タブレット 

ノート 

行動観察 

●データを考察したことをもとに自分

の考えを発表し，友達の考えと比較

する。 

（本時） 
 ◎ ○ 

・作成した統計グラフ

を用いてすすんで自

分の主張を表現した

り友達の発表の妥当

性を考察したりしよ

うとしている。 

行動観察 

ノート 

発言 

タブレット 

 

４ 本時の学習 

（１）本時の目標 

 自分で作成した統計グラフを用いて，すすんで自分の主張を表現したり，友達の発表の妥当性を考

察したりしようとすることができる。 

 

（２）本時で育成する資質・能力  

本時では，必要な数値を，コンピュータを活用して表現（見える化）する過程で，考えたり工夫し

たりしたことや，作成したグラフから分かることを明確に伝えられるようにすることで，「論理的に考

え，表現する力」を付けさせていく。 

 

（３）準備物 

   タブレット，大型提示装置，データの見本 

  

 



（４）本時で活用させたい数学的表現様式 

表現様式 表現のはたらき 活用させたい表現様式の具体 

操作的表現 

・具体から抽象への媒介 

・動的，操作的表現 

・タブレットを使って，表計算ソフトに実際の各教科のテ

スト結果の数値を入力して調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タブレットのデータやノートにまとめたことなどを大型

テレビに投影して，説明するための操作を行う。（情報活

用能力） 

図的表現 

・構造の理解 

・イメージ化，視覚化 

・入力したデータをもとに，表計算ソフトのグラフ機能を 

用いて柱状グラフ（ヒストグラム）を作成する。   

 

 

 

 

 

 

言語的表現 

・論理の整理，伝達 

・意味の明確化 

・グラフや表計算ソフトを用いて得たデータから読み取っ

たことや，そのデータをもとに分かった新たな事象を自

分の言葉で書いたり，説明したりする。 

「国語科・社会科・家庭科は，最小値が低いことから，苦

手だと感じている人がいると考える。苦手を克服するた

めの取組みを行うとよいと考える。」「外国語科と算数科

は平均値も最小値も高くよい結果といえる。算数科はプ

レテストを行ったことでテストへの意欲が増し，準備も

できた。引き続き，プレテストを行うとよいと考える。」 

「グラフから，社会科を苦手と考える人が3人いると分か

る。得意な人が行っている学習方法を取り入れて，平均

値をあげるとよいと考える。」 

記号的表現 

・簡潔，明確，厳密 

・抽象化，一般化 

・形式的処理 

・データから必要な代表値を求め，表現に活用する。（平均

値・中央値・最頻値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）本時の学習展開 

 学習活動（○発問） 
★評価基準（評価方法） 

表現様式の変換 
指導上の留意事項○ 

支援☆ 

つ
か
む
（
５
分
） 

１ 問題把握 
 
 
 
 
○６－１の2学期の成績結果を
確認する。 

       
２ 課題をつかむ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

○2 学期に皆ががんばっ
てきたことを認め，卒
業までに残された時間
をさらに有意義にして
いくためにも，どのよ
うに学習をすれば，効
率的に学習効果が得ら
れるかを考えることを
確認する。 

 
 

み
つ
け
る
（
１
０
分
） 

３ 見通しをもつ。 
○本時で伝えたいことは何か，
友達の考えから得たいことは
何かを共有する。 

 
４ 自力（グループ）解決をす
る。 
 
・タブレット上に作成したデー
タやノートにまとめた考えを
確認し，自分の考えに妥当性
があるかどうかをチェックす
る。 

 
 

 
 
 
 
 
〇タブレットを使って，表計算ソフトに
実際の各教科のテスト結果の数値を入
力して調べる。 

〇入力したデータをもとに，表計算ソフ
トのグラフ機能を用いて柱状グラフ
（ヒストグラム）を作成する。 

（操作的表現様式・図的表現様式） 
○データから必要な代表値を求め，表現
に活用する。（平均値・中央値・最頻値） 

（記号的表現様式・言語的表現様式）  
「国語科・社会科・家庭科は，最小値が

低いことから，苦手だと感じている人

がいると考える。苦手を克服するため

の取組みを行うとよいと考える。」「外

国語科と算数科は平均値も最小値も高

くよい結果といえる。算数科はプレテ

ストを行ったことでテストへの意欲が

増し，準備もできた。引き続き，プレ

テストを行うとよいと考える。」 

 
 
 
 
 
☆前時に同じ考えの児童
でグループを構成し，
考えの共有をしたうえ
で，協働的にグラフ等
の作成をさせる。本時
もそのグループをもと
に，発表の準備をさせ
る。 

 
 
 
 
 
 

 

か
ん
が
え
る
（
２
５
分
） 

５ 集団解決をする。 
○グループごとに，考えを発表
する。 

・自分と違う考えや，根拠が明
確でデータに妥当性があると
考えた友達の意見をノートに
書く。  

  
○比較検討をする。 
  
★自分たちで作成した統計グラ
フを用いて，すすんで自分た
ちの主張を表現したり，友達
の発表の妥当性を考察したり
しようとしている。 

〔思考・判断・表現力〕 
（ノート・行動観察） 
 

 
〇タブレットのデータやノートにまとめ
たことなどを大型テレビに投影して，
説明するための操作を行う。（情報活用
能力） 

（操作的表現様式） 
○グラフや表計算ソフトを用いて得たデ
ータから読み取ったことや，そのデー
タをもとに分かった新たな事象を自分
の言葉で書いたり，説明したりする。 
（言語的表現様式） 
「グラフから，社会科を苦手と考える人
が 3 人いると分かる。得意な人が行っ
ている学習方法を取り入れて，平均値
をあげるとよいと考える。」 

 
○グループの主張が明ら
かになるようなデータ
であるかどうか，主張
に妥当性があるかどう
か，視点を明らかにし
て発表を見るようにさ
せる。 

めあて 自分の考えを明確に伝え，友達の考えと比較し，よりよい

考えを選ぼう。 

。 

 

集めたデータをもとに，さらに 6－1 の成績を上げるための提案を

しよう。 



  
 
 
    

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

さ
あ
や
っ
て
み
よ
う
・
ね
ん
お
し
（
５
分
） 

６ まとめとふり返りをする。 
 

 ○3 学期に６－１の成績
をさらに向上させてい
くためにはどうすれば
よいのか，自分の導き
出した考えと友達の考
えとを比較して結論付
け，まとめさせる。 

 
 
○振り返りをしっかり書
き，他の児童の振り返
りにも共感させること
のできる時間の確保を
する。  

○発展的に学習したこと
で深まった考え方に触
れさせるようにする。 

 

（６）板書計画 

 

  ○問  

 

○め  

  ○友      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・3 学期に 6－1 の成績をさらに上げるためには○○するとよいと

考えた。 

・今まで，データをもとに物事をあまり考えてこなかったけれど，

データをもとに考えると面白いし，データによって物事の見え方

が変わってくることが分かった。 

・身近ないろいろなところにデータは使われていると思う。これか

らは，ただデータを鵜呑みにするのではなく，いろいろな角度か

ら読み取ってみたいと思った。 

・3学期の学習の方向性がデータの活用で分かったので，本当に成績

が上がるかどうかがんばってみたい。 

・自分たちの班のグラフには自信があったけれど，他の班の考えを

聞くと，なるほどと思った。いろいろな見方や考え方があるのだ

と思った。 

1グループの考え（国語） 

2グループの考え（算数） 

3グループの考え（社会） 

集めたデータをもとに，さらに6－1の成績を上げるための提案をしよう。 

4グループの考え（家庭科） 


